
自転車指導啓発重点路線（射水警察署）　
 ■自転車関連人身事故等発生地点（Ｈ２９～Ｒ３）

　　人身

　　自転車事故多発場所

　　　発生地点は、自転車が第一当事者又は第二当事者の人身事故を計上した。

人身事故分析

車両相互

（右左折時）

車両相互

（出会頭）

車両相互

（その他）
車両単独凡

例

対歩行者

過去５年（Ｈ２９～Ｒ３）の射水署管内の人身事故

八塚～新富町新町交差点沿線
・高校生の自転車事故が多い

（夜間に側溝逸脱あり）
・信号がない十字路での出会頭が多い
・自転車相互のすれ違い時の接触あり
・高齢自転車の横断事故あり

大門総合会館交差点周辺
・見通し悪い十字路での出会頭事故が多い

（自転車利用者は中学生、30代）
・路外から車道に左折進入する際に高校生自転車と衝突

路線名 県道高岡・青井谷線（東老田・高岡線）
区 間 大門大橋東詰～赤井交差点
距 離 １,５００ｍ（概数）
選定理由 自転車通学の中学生、高校生が多いため。
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